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有識者会
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容

医 療 体 制
再 編 等 の
取組み

○「両病院の医療体制を見直すことによって、救急医療などの機能向上を図
る。」

　新病院建設予定地の変更により、新たに東海市民病院本院移転が必要となる
ことから、現在、移転後の医療体制等について検討中。

　両病院の役割分担による機能連携としては、救急外来で、救急患者をより早
く専門医が診察できるよう、両病院の救急当番医師を確認したうえで、患者受
け入れを実施。また、小児科、産婦人科、脳神経外科については、入院診療を
集約化している。

　その他には、人事交流の一環として、東海市民病院から知多市民病院に看護
師２名を、また、知多市民病院から東海市民病院に助産師３名をそれぞれ派遣
している。

３　連携会議の状況（開催日とその主な内容）
　地域医療連携会議（医療提供体制の体系的な整備改善を目指して、本地域の
現状課題を共有するとともに、その具体的な方策を検討協議等をするために設
置）

　・第１回　平成23年 7月 8日　　知多半島医療圏北西部の地域医療における
                                新病院の役割について　等
　・第２回　平成23年10月17日　　新病院建設予定地の変更について　等
　・第３回　平成24年 2月20日　　（予定）

新病院建
設に向け
ての取組
み

２　病院建設予定地
　東海市中ノ池地内（現東海市民病院本院用地、平成23年9月12日公表）
　（平成22年12月1日公表の知多市緑町地内から変更）
　

　
　西知多医療厚生組合として、平成22年4月に東海市民病院と知多市民病院を
経営統合し、平成23年3月に「新病院建設基本構想・基本計画」を策定。現
在、平成27年度早期の新病院開院を目指している。

病院間の連携協議状況

知多半島医療圏

○圏域北部における救急医療の確保を図るため、東海市民病院と知多市民病院
の統合を視野に入れた医療機能連携の検討を積極的に進めるべきである。

１　整備スケジュール（予定）
　平成22年度　　　　　　　　　　基本構想・基本計画
　平成23年度～平成24年度　　　　基本設計、実施設計、東海市民病院本院解
                                体工事
　平成25年度～平成26年度　　　　建築工事
　平成27年度早期　　　　　　　　開院
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